
人文社会科学部座談会（令和６年５月２７日実施） 

広報委員長・岩佐先生、大いに悩む！ 

研究の面白さを知ってもらおうプロジェクト、始動！？ 

 

 

ある日、広報委員長の岩佐先生は、頭を抱えていました。 

――なんか、人文社会科学部の研究はいろいろな人に知られていない気がする。面白い研

究がいっぱいあるのに、なんともったいないことか。いい手はないだろうか…。そうだ！

あの人たちに相談してみよう―― 

岩佐先生が声をかけたのは、科研費*の申請などをサポートし、全学の研究に詳しい三木先

生、副学長（研究担当）であり、人文社会科学部の教授として学部の研究に精通している

津野先生、前佐川町長で、高知大学で広報などの担当理事である堀見理事の３人。人文社

会科学部の一室で、作戦会議が始まりました。 

 

*科研費：科学研究費助成事業の略称。科学研究費助成事業は、人文学、社会科学から自然科学までの全

ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格

段に発展させることを目的とする「競争的研究費」であり、ピアレビューにより、豊かな社会発展の基礎

となる独創的・先駆的な研究に対する助成を行うもの。 

（日本学術振興会 HP・参照 https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/） 
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人文社会科学系人文社会科学部門 教授 

文化人類学が専門。高知県中芸地域の森林鉄道や、県独特の食文化であるイタドリをめぐ

るライフヒストリーなど、県内を対象とした研究活動も多数。 
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総合研究センター 特任助教・URA 

URA（ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーター）として、戦略立案・外部資金

獲得・研究活動の企画など、全学的な研究開発マネジメントを担う。 
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副学長（研究担当） 

人文社会科学系人文社会科学部門 教授 

土佐の戦国大名長宗我部元親を研究。高知大学が県内各地で行う出前公開講座で講師を務

めることも多く、人気を博している。最近では朝鮮出兵をテーマに研究を進めている。 

 

堀見
ほ り み

 和道
かずみち

 

理事（地域連携・広報・ウェルビーイング担当） 

前・高知県佐川町長。現在は経営コンサルタント、地域創生コンサルタントとして、地方

自治体や民間企業のアドバイザー業務を行っている。2024 年、高知大学理事に就任。 

 

 

人文社会科学部の研究ってわかりづらい？ 

 

 

岩佐 今年度、人文社会科学部の広報委員長を拝命して、広報の在り方を考えなければな

らなくなりました。学部のパンフレットやホームページなどを見て思ったのが、学生の教

育については内容が充実しているのですが、学部の先生方がどのような研究をしているか

が見えてこない。受験生に向けた情報発信も大切ですが、もう少し社会に対して学部の取

り組みを知らせるために研究広報が必要なのではないかと考えたんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



三木 高知大学に着任して１年になるのですが、研究を外に紹介する機会が少ないことが

気になっていました。そこで研究広報に力を入れていきたいと考えて、高知大学の SDGs

の取り組みなどを広報しています。 

SDGs に関していえば、高知大学のさまざまな研究の中で SDGs に絡むものを調べると、

SDGs 14 番の「海の豊かさを守ろう」に関する研究が多いのが、他大学とは違う特徴的な

ところです。また、高知大学が発表したすべての論文のなかで、SDGs 関連が 47 パーセン

トを占め、この割合は中四国の国立大学の中でもトップです。これら SDGs の取り組みは

大学のホームページで取り組み事例として掲載しているのですが、人文社会科学部の先生

方の研究に関しては取り上げづらかった。 

研究分野の特性によるものと思いますが、何をしているのかが見えにくいことが原因に

なっているとも考えられます。科研費に採択された研究のリストを見ても、タイトルを見

ただけではどのような研究なのかわかりづらい。この辺からも、研究にアクセスしづらい

実態が見えてきます。 

 

岩佐 三木先生の話を聞いて、まず自覚しなければいけないのは、いかに研究広報ができ

てないかということなんですね。 

 

津野 確かに学部として、研究広報の取り組みが少なかったことは否めません。 

 

堀見 気づきがあって、研究を広報していこうという第一歩が今日だとすると、それはす

ごくいいことです。これからが楽しみですね。 

 ところで、そもそも研究広報は何のためにするんですか？ 

 

三木 研究広報は大学の価値を高めるものだと思います。外に向かって発信しなければ、

どのように優れた研究でも伝わりません。やっているのかどうかわからなければ、大学の

価値はないと思われかねません。大学の研究は公益性の高いものも多く、それは社会に出

してこそ、大学の価値になるのだと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



岩佐 例えば SDGs のような誰かが作った枠組みに乗った研究をしていれば、広報しても

らえる機会は増えると思います。しかし、それに当てはまらない研究が劣っているわけで

はない。とはいえ、放っておいては誰も広報してくれないわけで、こちらがかなり意識化

して広報する必要があるということですよね。 

 

 

まとまっていないことが人文社会科学部の魅力！ 

 

 

津野 学部の構造的に、研究内容を学部単位ではアピールしづらい点も、研究広報不足の

原因かもしれません。 

 人文社会科学部は以前、人文学部という名称でした。改組にあたって今の学部名になっ

たのは、社会科学の教員も半分ぐらいいるのに、今の名前はおかしいという声が上がった

のです。人文科学と社会科学を、お互いの研究手法を取り入れながら融合できるのではな

いかという理念のもと、今の学部名に決まりました。人文社会科学部には、規模の大きな

大学ならば文学部や経済学部など４つぐらいの学部の教員が属していることになる。多様

といえば多様だし、ひと言で特徴をまとめられないところが特徴のような学部です。 

 ただ、「いろいろなことができるから居心地がいい、やりたいことがかなう学部だから、

高知大学を選んだ」、という学生が結構います。私としては、一日も早く専門性を身につけ

てほしいと思ってしまうのですが（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



堀見 広報の視点でいうと、そもそも自分の研究を広く知ってもらう必要はないという先

生もいるだろうし、面白い研究だからみんなと共有したいという先生もいる。あるいは学

部全体の価値を高めるために広報したいという先生もいるでしょう。 

 また、誰に広報するのかというのも大切です。そこを絞って学部として広報したいので

あれば、おおむね合意を得られないといけません。その仕組みを考える必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩佐 今回の研究広報を誰向けにと考えた時、念頭に置いていたのは大人です。例えば保

護者の方に、「高知大学はいい大学」「なんか面白そうなことをやっている」と思ってもら

えたら、あるいは高校の先生におもしろい研究をやっている教員がいる学部であることを

知ってもらえたら、それは受験生にも響いてくるのではないかと思います。 

 人文社会科学部って、いい意味でまとまりがなくて、多孔的な学部なんです。入り口や

出口がひとつではなく、学生や教員、研究のつながりが重複しながら新たに構築されてい

くようなイメージです。本来ならば別の学部棟に分かれているような人たちがワサワサい

る環境で学ぶことができ、研究ができるのが人文社会科学部。まとまっていないことが学

部としての強みならば、教員個々の研究の面白さをアピールするのが効果的ではないでし

ょうか。 

 

 

 

 



研究は結果だけでなく、過程もアピール 

 

 

堀見 例えば有志で、学部のホームページにコーナーを設けて研究を紹介するのはどうで

しょう。具体的にテクニカルな部分で言うと、教員はバーンと顔出し。２、３分ぐらいの

動画も張り付けるといいですね。この先生おもしろい、かっこいい、とんでもないなど、

どこかにフックがあるように広報するといいですね。やはり、面白い研究を取り上げるの

が肝心です。 

 

三木 研究内容も大切ですが、学生や一般の方が面白いと思うときは、「人となり」がセ

ットだと思うんです。なんでこんなことに興味を持ったか、どんなことに苦労したのか…。

研究成果のアウトプットだけでなく、そこに至るまでの山あり、谷あり的な「物語」の部

分も見ることができるような広報の仕方を考えると、より面白くなると思います。 

 

堀見 例えば、次世代地域創造センターが行っている出前公開講座も、研究広報のひとつ

と考えることができます。津野先生の長宗我部元親に関する講座など人気があるそうです

ね。 

 

津野 ただ、講師の固定化が課題になっています。自治体の要望を聞いて内容を決めてい

くのですが、求められる内容に偏りがあるのです。数年前に中堅・若手の教員と今後の学

部について話をしたときに、もっと学外に研究をアピールしたいという意見が出ましたが、

講師の依頼が来ない教員もいます。 

 

堀見 それこそ、研究内容が見えない、どんな講座になるのかわからないということが壁

になっているのかもしれませんね。例えば「人文社会科学部の面白研究リスト」みたいな

ものをまとめて、自治体との協議の時にわかりやすく伝えて、能動的に提案してはどうで

しょう。 

 まずは、やってみることが大切ですね。公式 SNS を使ってみるのもいいし、研究費を集

めるためのクラウドファンディングにチャレンジするのもいい。クラウドファンディング

などは、それこそ多数の人に研究の魅力を知ってもらうことにも通じるので、研究費調達

と研究広報の一石二鳥がかないます。学内でも挑戦している先生方がいますね。 

 

 

 

 



岩佐 みなさんと話しながら、なぜ自分は研究広報に力を入れたいか考えたとき、学部の

面白い研究をみんなで分かち合いたい、面白いことをやっている先生方をみんなに知って

ほしい、という気持ちに気づきました。 

 教員個々の研究を、物語も含めて紹介することが、人文社会科学部の研究を広く知って

もらうのに適しているのではないかという方向性も見えてきて、研究広報のスタートを切

るための有意義な時間になりました。まずは学部の面白研究を紹介、いや、いっそ他学部

の研究も紹介したい。ますます、やる気がわいてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から：三木、津野、岩佐、堀見） 


